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1　は　じ　め　に

リンゴわい化栽培園の土壌管理を効率良く行うためには

樹冠下での作業が能率良くできる中耕機械が必要である。

昭和54年ころから，生物系特定産業技術研究推進機構（以

下，生研機構）（農業機械化研究所）で果樹園用中耕装置

を開発し，その試作した中耕機械について，昭和56年から

昭和61年まで青森りんご試画場内わい化園で年間利用しな

がら．リンゴ樹体への影響の有無，作業上の問題，装置上

の問題を検討し，改良を重ねた結果，実用的なリンゴわい

化栽培園用の中耕機械が完成したので報告する。

2　試　験　方　法

（り　機体への影響

日　昭和56年に下記A，B圃場で作業し，リンゴ樹への

損傷を調査した。

供試圃場A；　りんご試場内の昭和54年載積4れ×2仇

のふじ，デリシャス系，つがる，陸奥／M26の草生栽培園，

樹齢3年，樹高1－1．57花，幹径1～2cm

B；昭和51年栽植4m×2mのジョナゴールド／M26

の樹冠下宿耕園，樹高2．5－3m，幹径4－5cm

供試機種及び作業仕様；供試桟OC－20型（生研機構一

農業機械化研究所一研究第4部の試作中耕装置）を東洋杜

E－23トラクターに搭載，エンジン回転数2，100－2，200．

r．p．m，変速Ml，PT0－2

21日のB圃場で樹冠下管理を昭和56年～59年の4年連

続耕紀作業した区と除草剤を使用して管理した区の樹体の

生育に及ぼす影響を比較調査した。

（2）作業性及び問題点

場内のわい性樹園地を供試し，年間を通して中耕作業を

実施し，樹体への影響をみるとともに中耕機械に対する作

業上の問題，装置上の問題を検討した。その結果をふまえ

て生研機構一研究第4部が改良を加え，新しい型を試作し

て次年度の供試機とした。

18）能率調査

57れ×3仇のフリースピンドル3列，47札×2恥の細がた

紡錘形11列栽椿の1．7007ばの圃場で昭和61年にOC－60型

を供試して年間7回の中耕作業を行い作業能率を調査し

た。

3　試験結果及び考案

（1）樹体への影響

日　供試圃場A，Bでの中耕作業の結果，樹齢2年の幹

径1－2cmの幹の損傷が26．2％の本数に及び，うち折損枯

死したもの2．8％であった。しかし，樹齢5年の幹径4－

5cmになると損傷はみられなかった。これは若齢樹では根

系が少なく，また活着が不安定であることと，OC－20型

のセンサーの反応が鈍いため改良が必要であった。

2）B圃場で昭和56年～59年の4か年連続耕転による樹

冠下管理を実施した樹と除草剤による管理樹の樹体生育，

収量を比較した結果，両区間に差はみられず，耕転による

樹冠下宿耕維持管理に問題はなかった。

t2）作業性及び問題点

昭和56年から61年まで供試した各試作機の特徴及び問題

点は次のとおりである。

日　試作一号機OC－20型（図1）

トラクター後部の3点支持に装着でき，油圧を利用する。

耕転中に耕転部が障害物に当たると自動的に回避して作

業できるように感知機（センサー）がついている。また，

手動により耕紀部の出し入れや，上げ下げもできる。樹列

幅に合わせて，出し入れの長さが30cmから130cmまで調節

可能である。

図1　0C－20型の概要

耕転部は耕転幅60cm．地上高は50cm以下で下枝も邪魔に

ならず耕転ができる。10‘7当たりの中耕作業に45分を要した。

問題点は次のとおりである。

①　センサーの反応が鈍く，1－2年生の苗木で皮が
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むける例もみられた。

⑧　3点支持の部分と耕振部がアームで直結している

ため，トラクターの傾きがそのまま耕転部の上下につなが

り，空転したり深く入り過ぎたりすることが多い。

⑨　耕転幅が狭い。

④　ロータリー部の耕深調節用そりが土にめりこむこ

とがある。

⑤　センサーが働くと戻るようになるので都合がよい

ことも多いが，結果的に蛇行して土の盛り上がりがみられる。

2〉　試作機OC－30型

トラクターの3点支持部（耕転郡の出し入れ装置）と耕

転部の間に可動連結部（ジョイント）を設け，また耕転部

には案内車輪をつけて地面の凹凸に沿って耕転できるように

なった。しかし，耕転部の作動に油圧を利用する場合に油

圧タンクを別個に取り付けていたため実用上に問題があった。

3）試作機OC－40型（図2）

トラクター本体の油圧系統を利用できるように改良した

場合に，耕転作業による樹の損傷や樹への影響はみられず，

仕上がりもよくなった。しかし，耕転部が作業者の位置よ

り後部に位置しているため首が疲れるなどの問題があった。

図2　0C－40型の概要

4）試作機OC－50型（図3）

耕転部を運転者の近くのトラクター側部に位置させた結

果，作業は非常に楽になり，疲れもなくなった。しかし，

動力伝達機構（アーム）をトラクターの腹部を利用して通

しているので，地上との間が少ないために，草がからまっ

てジョイントがはずれたり，地面を削ったり，またトラク

ター本体との支持部が破損するなど問題があった。

6）試作機OC－60型（図4）

伝達部をトラクターの槙を通して耕転部を側部に位置さ

せ，しかも耕転部の先端に草刈部分（ロータリーモア）を

設けたことにより，耕転部は直進させ，同時に中央部は草

図3　0C－50型の概要

図4　0C－60型の概要（モーア装着時）

刈りを行えるので，1回の作業できれいに仕上がるように

なった。更に，耕友部が側部にあるので疲れも少なくなった。

しかし，耕転部までのアームが長いこと，耕転部とアー

ム全体の重さがあるなど，まだ改良の点はあるが，実用的

な果樹園用中耕機械として完成した。

（3）能率調査

面積1，7007ばの供試園で年間7回の中耕作業を東洋社E－

23に搭載したOC－60型で変速M2，2，000r．p．m，PT03

で行った結果，合計作業時間は5時間4分を要し，10〃当

たり換算で25分35秒であった。

4　お　わ　り　に

今回試作された果樹園用中耕機械は，わい性台木が4れ

×27札の栽植距離で樹冠間隔が2仇を基本に設計されたも

のであるが，栽植距離に多少の変動があっても良好な中耕

作業ができる。しかし，園地造成に当たってはできるだけ

平に地ならしし，しかも樹列は直線的であることが作業能

率を向上させるものと思われる。

なお，本研究は生研機構（農業機械化研究所一研究第4

郡）の委託により同所と共同で行ったものである。
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